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ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション青少年児童センター　☎ 952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　 　
古市図書館　☎ 958-0050（水～日曜日　10:00～17:30）　

㈯

ノーベル平和賞で世の中がわかる

バスガエル

バスガエルとは、カ
エルのバスガイド
のこと。いろんな所
に行けて、お給料が
良くて、自慢ののど
を披露できる、カエ
ルたちみんなの憧
れの職業なのです。

サリー・ジョーンズの伝説

嵐の夜に生まれたゴ
リラの女の子・サリ
ーは、ある日密猟に
あい、遠くイスタンブ
ールまで売られてい
きますが･･･。波乱万
丈、読み応えたっぷ
りのゴリラの一代記。

                  ヤコブ・ヴェゲリウス／著
            オスターグレン晴子／訳 福音館書店

池上 彰／著 マガジンハウス

※図書館は月末日を除き、日曜・祝日
　も平常どおり開館しています。
※野々上東ブックステーションは3月
　末日をもって閉館しました。

子どもたちや高齢者の方に、楽しいおはな
しを届けるボランティアの入門講座です。

日時　1/24、2/14、2/28、3/14、3/28の
         各木曜日(10：00～12:00)
場所　中央図書館　会議室
講師　岸下　良子氏
　　（おはなしボランティアはびきの）
定員　１５人（先着順）
　参加ご希望の方は１月２２日（火）までに、
中央図書館へ電話またはご来館の上、お申
し込みください。

開館時間…10:00～18:00(※中央図書館は10:00～20:00)

丹比図書館 18：30 『大型紙芝居など』

8月  4日㈰   陵南の森図書館 14：00
8月10日㈯   羽曳が丘図書館 15：00
8月11日㈰   陵南の森図書館 14：00(こわいおはなし会)
8月14日㈬   東部図書館       10：30
8月17日㈯   陵南の森図書館 15：00
8月17日㈯   古市図書館       15：00
8月18日㈰   陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 
                 11：30（少し長いお話を聞ける子向き）
8月24日㈯   羽曳が丘図書館 15：00
8月25日㈰   陵南の森図書館 14：00
8月11日㈰、25日㈰
                  中央図書館       13:30

夏休みの手作りあそび

講師　おはなしの森の皆さん
日時　5月27日・6月3日・10日・24日㈪10:00～　
　　　12:00（４回の連続講座のため、全て参加ください）
場所　ＬＩＣはびきの　２階　中会議室Ｂ
定員　20人（先着順・定員になりしだい締め切り）
申込　中央図書館にて受付（電話可）
主催　羽曳野市立図書館、羽曳野市子ども文庫連絡会

★中央図書館、東部図書館、丹比図書館の休館
　5月20日㈪～5月24日㈮、5月30日㈭～31日㈮　
★陵南の森図書館、羽曳が丘図書館の休館
　5月25日㈯～５月31日㈮　
★古市図書館、ブックステーションはびきのコロセアムの休館
　5月30日㈭～31日㈮

絵本よみます会
日時　8月24日㈯ 10:00～  場所　陵南の森図書館

　「じゃばら豆本を作ろう！」
日時　8月18日㈰　①14:00～　②15:00～
場所　中央図書館　多目的室
対象　市内在住の小学生優先 各10人
申込　同図書館カウンターにて先着順(受付中)

戸田 和代／作 シゲリ カツヒコ／絵
                                 佼成出版社

夏休み子ども１日図書館員！　～募集～
場所　①中央図書館・陵南の森図書館 　②丹比・羽曳が丘・東部図書館
日時　①8月20日（火）～22日（木）間のいずれか１日　定員各6人
　　　②8月21日（水）　定員2人
対象　市内在住の小学校４～６年生　
申込　8月5日（月）10:00より 募集先図書館にて受付（電話不可）
　　　※申し込みは本人か保護者のみ。※初参加優先、抽選の場合あり。

ブックステーションはびきのコロセアム臨時休館のおしらせ
市議会議員選挙の期日前投票所となるため、9月3日（火）～6日（金）まで休館させていただきます。

8月31日㈯、ＬＩＣはびきの内の電気設備点検のため、図書館のサーバが停止します。この日
はインターネットサービスがご利用いただけませんので、あらかじめご了承ください。
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竹内街道・横大路（大道）
１４００年記念

竹内街道・横大路（大道）
１４００年記念

■応募作品
①街道沿いの１０市町村内（大阪市・堺市・松原市・羽曳野
市・太子町・葛城市・大和高田市・橿原市・桜井市・明日
香村）で撮影した作品であれば、被写体は問いません。
（ただし大阪市は中央･天王寺･阿倍野･住吉･東住吉区。
堺市は堺･北区を基本とします。）
②過去１年以内に応募者本人が撮影し未発表のものに限
ります。
③デジタル画像はＡ４版カラープリント（光沢紙）でご応募
ください（なお、画像処理したものは応募できません）。
④日付などの情報は写真に入れないでください。 

■応募作品数　　おひとり２作品まで 
■応募受付期間
　平成２５年９月２日（月）～１０月４日（金）まで【当日消印有効】 

■表彰・商品
　大賞：ニコンCOOLPIX L26（１作品）
　特別賞：沿道市町村厳選物産詰め合わせ（３作品）
　入選：表彰のみ（複数作品）

■応募作品の帰属 
　応募作品の著作権およびその他の関係する権利は、当実
行委員会および構成する１２府県市町村に無償で移転、
帰属し、当実行委員会および構成団体が広報などに使用
することがありますので、予めご了承ください。 

■肖像権 
　被写体として人物が入る場合は、本人の承諾を得た上で
ご応募ください。肖像権侵害などの責任につきましては、当
実行委員会では負いません。

■データの提出 
　入賞作品については、当実行委員会からの通知後、JPEG
データをご提出願います。 
　【写真データは1,536×2,048ピクセル以上（約300万
画素以上）のサイズを推奨。提出時の画像の容量は3MB
以内。ファイル形式は「.jpg/.JPG/.JPEG」】

■作品の返却 
　応募作品の返却は致しませんので、ご了承ください。

■作品審査および授賞式 
・審査は、当実行委員会の会長・副会長および大阪市学芸
員で行います。 
・審査に関する質問などはお受けしかねますのでご了承く
ださい。 
・また、受賞作品はおひとり１作品までとさせていただき
ます。 
・授賞式は平成２５年１１月頃大阪市内にて行う予定です。 
・受賞発表は、当実行委員会ウェブサイトで行います。また、
受賞者ご本人には郵送および電話でお知らせします。 

■応募方法 
写真および応募用紙に必要事項をご記入の上、郵送
で応募してください。（応募用紙は主要公共施設の他、
市ウェブサイトに掲載しています。）
なお、取得した個人情報につきましては当実行委員会に
て厳正に管理し、このコンテストに係る業務以外で使用
することは致しません。 

■応募先/問合せ 
○奈良県内での作品
〒634-0111　明日香村大字岡55
　明日香村　企画政策課
　☎ 0744-54-2001(代表)　
○大阪府内での作品
〒559-0034　住之江区南港北2-1-10 ATC ITM棟6階
　大阪市　建設局総務部企画課    
　☎ 06-6615-6573(直通)

■主催
竹内街道・横大路～難波から飛鳥へ日本最古の官道（大道）
～1400年活性化実行委員会（大阪府・奈良県・大阪市・
堺市・松原市・羽曳野市・太子町・葛城市・大和高田市・
橿原市・桜井市・明日香村） 

■協賛　(株)ニコンイメージングジャパン
■協力　大阪芸術大学 

◎問合せ　政策推進課 ☎９５８－１１１１（内線３５１１）

～訪ねたくなる街道、
　　　日本最高（最古）の感動（官道）を～
～訪ねたくなる街道、
　　　日本最高（最古）の感動（官道）を～

竹内街道・横大路（大道）デジタルフォトコンテスト竹内街道・横大路（大道）デジタルフォトコンテスト

　大阪市・堺市・松原市・羽曳野市・太子町・葛城
市・大和高田市・橿原市・桜井市・明日香村をつ
なぐ日本最古の官道（大道）難波大道～竹内街道
～横大路～下ツ路（山田路） を巡り、訪ねてみた
くなるような、まちの魅力を写真に収めてご応募
ください！

　大阪市・堺市・松原市・羽曳野市・太子町・葛城
市・大和高田市・橿原市・桜井市・明日香村をつ
なぐ日本最古の官道（大道）難波大道～竹内街道
～横大路～下ツ路（山田路） を巡り、訪ねてみた
くなるような、まちの魅力を写真に収めてご応募
ください！
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